
連載企画/国土教育シリーズPart2

日・米・英・仏・独/教科書で学ぶ「国土とインフラ」

[第1 1回]ドイツの地理-歴史教科書かう学ぶ②

一 近代地理学発祥の地 「 ドイツ 」 と NRW州の教科書 一

近代「地理学」発祥の地:ドイツ

現在の「地理学」の基礎は， 大航海時代に世界中

に拡大された世界観や各地の地理的知識とともに，

自然科学とそれに伴う観測機器の発達を背景とし

て， 近代以降に形成されました。 とりわけ， 1近代

地理学の父」と称えられている二人のドイツ人地理

学者， フンボルト(Alexander von Humboldt)と

リッタ一(Carl Ritter)の功績は比類といえます。

フンボ、ル卜は， 探検家・博物学者として南米のほ

か， 世界の各地を旅行し， 動植物の分布と緯度や経

度あるいは気候などの地理的な要因との関係を説き

明かしました。 近代地理学の方法論の先駆的業績と

もいえる大著『コスモスJは彼の代表作で， 1フン

ボルト海流」は， 彼がペル 沿岸を流れる海流の調

査をしたととにち芯んで名付け5れました。

一方， リッターは， 世界で初めて設立されたベル

りン大学の地理学講座を担当し， また， 世界で初め

て設立された地理学の学術団体「ベルリン地理学協

会」の初代会長を務め， 学問として地理学の整備に

尽力しました。 彼は，フンボルトに影響されつつも，

彼の自然地理学に対して特に人文地理学方面の確立

に努めました。

そ の 後， ド イ ツ で は， ラッツエル(Friedrich

円atzel)が地理学を人類と大地の関係を説く学問と

見て， 環境が人間のあり方を規定するという環境

決定論を説き， フランスでは， ブラーシユ(Paul

Vidal de la Blache)が自然環境は人聞に可能性を

与える存在であり， 人聞が環境に対して積極的に働

きかけることができるとする環境可能論を説きまし

た(後に， この考えが現代地理学の主流となってい

きます)。 日本では， 近代化の波に乗って， 京都帝

国大学や東京帝国大学に地理学が移入され， 在野で

も， 内村鑑三の『地人論』や牧口常三郎の『人生地
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理学Jといった優れた地理学(地理教育)の著作が生

まれました。

NRW州の地理・歴史教育の特徴

NRW州(ノルトラインニヴ、工ストフアーレン州)

の中等教育は， 従来の三分岐型の学校種別(基幹学

校， 実科学校， ギムナジウム)を残しながらも， 生

徒全員に対して中等教育前期修了資格を与えるとと

ができる制度に改革されてきました。 また， 学校種

別ごとに独自の学習指導要領(Kernlehrplan)が定

められていますが， 取り扱うテーマ・内容はいす、れ

も似通っています。

(1) 近現代史を重視した歴史教育

NRW州、|の歴史教育では， バイエルン州の歴史教

育と同様に， 前期中等教育期間中の5�6年聞をか

けて， ゆっくりと古代かう現代にいたる通史を学び

ますが， このうち18世紀以降のドイツとヨーロッ

パを主要舞台とする近現代史は， 生徒の発達段階

が進んだ後半の3か年をかけて学習します。 さら

に， 後期中等教育(ギムナ ジウムの第11/12学年)

では， 1国家社会主義の時代ー条件， 効果や説明」

119世紀 ・20世紀ドイツにおけるナ ショナリズム，

国民国家， アイデンティティ」といったドイツ近現

代史に関するテ マ， 1世界的・歴史的な観点から

見た異邦人との出逢いJ 1歴史的視点から見た “人

権" Jといった近現代を含む時空横断的芯テ マが

取り上げられます。

(2) 自然環境重視の地理教育， 1洪水」は人為

的リスクに区分

N円W州、|の地理教育では， ギムナジウムの場合，

第5/6学年で， 身近な地域， 都市と農村， 地球(球
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NRW仲|用ギムナジウム教科書
[Klett社]

「アレクサンダー・ フンボルトの探検」
[Kl巴tt社]

国土の改変

と洪水， といった学習内容に1つの単元(18ページ)

が割かれています。

降雨による土壌浸食，穀物地帯と草原，
昌吉
庄支

業， サービス業)や余暇活動(観光)と自然地理との

関係について学び，第7�9学年で，異なる景観ソ

ン(乾燥地帯，

経済活動(工業，海陸分布).状， 公転・自転，

「国土の改変と洪水」を扱う頁(6ページ)では，

西暦1000年頃と現在のドイツの土地利用比較図，

土地利用(森林 牧草地 耕作地 舗装)別の河川流

熱帯雨林， 温帯， 寒冷地)における生

活と経済活動， 自然災害リスク(地震， 火山， ハ リ

ケーン)と人為的 リスク(土壌浸食・砂漠化， 地球温

洪水). 圏内格差とグローバル格差， 世界人 入水量/降水量(図 -グラフ)， 1995年のケルン大

洪水の写真， 可搬式堤防(防水壁)による洪水防御の

写真， ハイドログラフ， ライン川流域の降雨量と流

ドイツの国土改水量(図- グラフ)等を用いながら，

変の歴史， 洪水の発生要因， 堤防による治水の限界，

口の成長と配分(先進国と途上国の相違， 都市問題，

移民問題)， グローバル化の影響等について学びま

す。 われわれ 日本人の感覚と異なりますが，

では， 洪水は自然災害リスクではなく， 人為的 リス

暖化，

ドイツ

NRW 州、|最大の都市ケルン(ライン) 11)における洪水

発生状況とその対策が詳しく説明されています。

クに区分されています。

力 リキュラムの構成や教科書の記述内容・

-約6000年前， われわれの祖先(採集・狩猟民)は，

ブナの原生林で覆われたヨーロッパの深い森の中で

たま

図表を見る限りにおいて， N円W少|、|のギムナジウム

[1也1里(Erdkunde/Geographie)Jは，

生活していました。 腐敗した倒木によって形成され

たブナの原生林では， 土壌・降雨・温度条件が保た

れ， 人間の活動がその生育環境に影響を与えること

はほとんどあリませんでした。 河川は， 大きな蛇行

を繰リ返しながら， また， 勾配に応じてさまざまな

幅の河川敷を抱えながら， 何ものにも邪魔されるこ

となく自由に流れていました。 一方で， 河川付近で

学問として

のドイツ地理学の伝統を引き継ぐとともに，

ツ地理学会(DGfG)版地理教育スタン夕、 ドの目標

「空間形成能力の育成」を共有していることがわか

ります。

ドイ

NRW州用ギムナジウム「地理J教科書におけ

る国土・インフラ教育の内容

以下に， NRW州、|用ギムナジウム「地理」教科書 は広い領域が浸水していました。

-しかし， 西欧人による農耕の普及に伴L\紀元前

2000年頃には景色の変化が始まリました。 森林は伐

TER円A Erdkunde für Nordrhein-Westfalen 

Ausgabe fはr Gymnasien" (Klett社:2007年版)

採され， 集落形成どインフラ建設のための資材とし

て活用されました。 人口の増加に伴L\耕作地や牧

草地の面積が拡大し， 低地や氾濫源は減少していき

国土・インフラ教育の学習内容の幾っかを紹

介します。

かう

ました。 人間生活にとって， 森と水は活用されるべ

き重要な資源でした。
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国土の改変と洪水

17， 温帯Jでは， 温帯気候の多様性，

(1) 

学習テ マ
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-これに対して， 人間は堤防を造って洪水を制御し

ょうとしてきました。 が， それを上回る洪水が発生

した際はかえって被害が大きくなる(上流域で堤防

を整備するこ とによって， 下流域では， よリ大きな

洪水被害が引き起こされる可能性がある)など， 堤

防整備では完全に洪7]<.を制御することはできません

でした。

-もちろん， 洪水発生の主たる要因は豪雨ですが，

ドイツ平均の770 R /ぱの雨が年聞を通じて均等に降

るのであれば洪水にはなりません。 長雨による土壌

水分過剰や都市化による森林の減少が洪水の原因に

なっているのです。

-降水量のうち河川に直接流入する水量の比率は土

地の利用形態によって異なリ， 例えば60 R /ぱの雨

が降った場合， その比率は， 森林で10/60， 牧草地

で21160， 幸井作地で27/60， 舗装(都市)で60/60とな

ります。

-ライン川の高7ドイ立が上昇すると， ケルン市はさま

ざまな警報を発令します。 高水位が8.30mを越える

と， ライン川の船の運航に制限がかかります。 また，

高7]<.位が11.30mを越えると， 河川沿いの旧市街等

可搬式堤防(防水壁)を設置しでも洪水を食いでは，

止めることが出来なくなリます。

.2003年1月， ライン;1/ (ケルン)の高7]<.イ立は洪7]<.対

策のために設計された最大水位10mを越えようとし

ていました。 こ の時， 過去3週間(02年12月14日�03

年1月4日)の降水量は流域平均値よリ41%多い程度

でした。ヘ ライン川とその支流の多くの地域の土壌

は02年10�1l月の秋雨で飽和した状態でした。

-しかし， 1995年のような洪水被害は免れました。

高水位が9.71mにまで達したHochststandの場合も，

可搬式堤防(防水壁)によリ最悪の事態を回避するこ

とができました。

-ケルン市は， ヨーロッパで最も洪水の影響を受け

てきた都市です。

.1990年代の度重なる洪7Jく経験を背景として， ライ

ン川の河岸自治体は， 洪水の危険性を低下させるた

めの具体的な目標(総合的な治水対策)に合意しまし

た。
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「ケルンの水位は物語る」
[Klett社]

(2) 自然災害

学習テ マr9 危険な地球jでは， 火山活動と

地震-津波， 地球の内部構造，プレートテクト二クス，

熱帯低気圧(j，リケーン)， 竜巻(トルネード)， 自然

災害 りスク下での生活(災害に対する備え)， といっ

た学習内容について1つの単元(26ページ)が割か

れており 地学(地球科学)と地理， 自然災害と防災

に関する知識を体系的に学習することができます。

なお， 本単元のケ ススタディ対象は， セント- へ

レンズ山(アメリ力- ワシントン州、1)， 阪神淡路大震

災(日本-神戸)， ハリケーン(アメリ力・フ口 り夕、

州)， トルネード(アメ リ力・オクラホマ州)， 台北

101 (台湾にある超高層ビル)， 土トナ 火山(イタリ

ア- シチ りア島)であり， ドイツの事例は含まれて

いません。

東日本大震災以降， わが国で取りよげられること

の多い「ミュンヘン再保険会社の世界主要都市の災

害 りスク指数(2002年)Jでも， 災害リスク指数

のワースト5 は①東京・横浜710.0， ②サンフラ

ンシスコ167.0， ③ロサンゼルス100.0， ④大阪・

神戸 京都92.0， ⑤ニューヨーク42.0となって

いましたが，

きい先進国は，

ドイツ人かう見た自然災害リスクの大

日本とアメ リ力であるようです。

(3) 都市の拡大と縮小

ドイツの地理教育では，r都市」は重要な学習

テーマです。 学習テーマr3. 都市と農村の生活」

(28ページ)では， 身近な生活空間の っとして，

また農村との比較において， 都市生活の特徴が整 理

されています。 また， 続くr4 多くの人々が生活
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「ケルン市の拡大J
[Klett社]

し， 活動する空間J(42ページ)では， シュトウツ

トガルト(夕、イムラーやポルシ工の本社がある自動

車工業都市)， ライブツィヒ(世界有数のメッセ都

市)， フランクフルト(ヨーロッパで最も重要な交通

八ブ都市)， ベルリン(ドイツの首都1メディア都市)，

ハンブルク(ドイツ最大規模の港湾都市二世界への

窓口)など， さまざまな機能を集積したドイツ主要

都市の特徴が紹介されています。

学習テーマ 15. 都市の拡大と縮小」では， ケル

ン市の拡大， 西欧の都市形成モデル， メガロポリス

Boswash(ポストン~ワシントン)， 縮小する都市

(ザクセン州ホイ工ルスヴェルダほか)， 持続可能な

都市の開発(ブラジル南部の都市ク りティーパのパ

スシステムほか)， といった学習内容に1つの単元

(26ページ)が割かれています。

これらのうち， 1ケルン 市の拡大」を扱う頁(4

ページ)では， ケルン大聖堂の写真， 中世のケルン

の貿易ルート(図)， 城壁に固まれた古代ローマおよ

び中世のケルンの都市構造(図)， ケルンの人口統計

(古代~現在まで)， 1825年および2000年のケ

ルンの地図(1・50，000)， ケルン市の地区別人口

増減率(図)等を用いながら， NRW 州、|最大の都市ケ

ルンの成長の歴史が詳しく説明されています。

ケルンは1世紀に古代ローマのゴ口二アとして創

建され， 5世紀にフランク王国によって占領される

まで， 地域の軍の司令部が置かれていました。 中世，

ケルンは東西ヨーロッパを結13\重要な交男路のーっ

として繁栄しました。 ケルンは八ンザ同盟の主要な

メンバーの 員で， 中世やルネサンス期にはアルプ

ス以北では最大の都市でした。
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「西欧の都市形成モデル」
[Kl巴tt社]

また， 1西欧の都市形成モデル」を扱う見聞きの

ページでは， 古代ローマに起源をもっ西欧の都市形

成のモデル(歴史)が次のように説明されています0

・現在の西欧の都市の外観は， さまざまな時代の開

発フェーズを経てきた結果ですが， 建築物， 道路，

住居， その他の施設の機能配置の点で， 一定の特徴

を持っています。

-中世の都市は， 城の近郊や交易ルートの交差点、に

建設され， 都市の中心部には大聖堂(教会)や市場が

あリました。 都市は周囲を城壁で固まれ， 限定され

たゲートを通して外部に聞かれていました。

. 19世紀になると， 鉄道が建設され， 沿線には工業

地域が整備されました。 城壁が撤去され， 都市環状

道路として生まれ変わりました。 都市公園や庭園，

郊外高級住宅街， その他の用途地域が開発され， 都

市は拡大しました。

・現在の都市は， 土地利用区分が細分化され(住宅

街， 高層ビルを持つ大規模な住宅団地， 戸建て住宅

地， 商業エリア， スポーツ施設ほか)， 中心市街地

内の道路は歩行者に開放されています。 また， 都市

問および都市内環状道路は， アクセスコントロール

された高速道路として整備されています。 さらに，

公共近距離旅客輸送(ÖPNVトラッセ)等の公共交通

機関の整備も進められています。

日本に比べ， 西欧の都市の環状道路整備が進んで

いる背景には， 1中世の城壁(そのための空間)の存

在」があったのです。

[次回「ドイツの地理教科書に描かれている

日本のすがたjに続く]
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